
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
と
当
初
計
画

東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
途
上
国
の
人
材
育
成
、
国

際
貢
献
、
当
研
究
科
へ
の
入
学
者
増
、
当
研
究
科
在
学
生

の
国
際
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
な
ど
を
目
的

と
し
て
、
海
外
か
ら
の
学
生
向
け
の
科
学
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
う
。
当
研
究
科
に
４
つ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

（Chem
istry�&

�Biology,�Electronics�&
�Com

puter�
Science,�D

esign�&
�A

rchitecture,�B
usiness�

M
anagem

ent

）
を
設
け
、
大
学
３
年
生
以
上
と
大
学
院

の
学
生
お
よ
び
学
位
を
取
得
し
た
社
会
人
を
合
計
20
名
受

け
入
れ
、
日
本
語
と
専
門
分
野
の
実
践
的
な
教
育
を
行

う
。
期
間
は
３
月
中
の
２
週
間
と
し
、
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
は
午
前
中
に
50
分
×
３
時
間
（
日
本
語
１
時
間
、
専
門

科
目
２
時
間
）
の
講
義
、
午
後
は
実
践
的
な
研
究
、
実
習

を
行
う
。
ま
た
、
休
日
を
利
用
し
て
、
地
域
住
民
と
交
流
し
た
り
、
日
本
文
化
に
親
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
企
画
す
る
。
当
研
究
科
の
研
究
内
容
に
触
れ
、
ま
た
教
員
や
学
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

当
地
の
住
環
境
に
慣
れ
る
こ
と
で
、
当
研
究
科
へ
の
入
学
に
対
す
る
不
安
を
除
き
、
入
学
を
促
進
す
る

こ
と
を
狙
い
と
す
る
。
ま
た
、
本
研
究
科
の
学
生
に
と
っ
て
も
国
際
的
な
感
覚
を
身
に
付
け
る
絶
好
の

機
会
と
な
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
色
・
独
創
性
及
び
期
待
さ
れ
る
成
果
と
意
義

語
学
研
修
と
サ
イ
エ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
た
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

り
、
本
格
的
な
日
本
へ
の
留
学
を
促
進
す
る
た
め
の
準
備
段
階
的
な
も
の
で
あ
る
。
日
本
と
距
離
的
に

は
近
い
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
若
者
に
と
っ
て
も
、
言
語
、
宗
教
、
文
化
、
生
活
習
慣
、
国
民
性
な
ど
、
日

本
留
学
に
対
す
る
不
安
は
大
き
い
と
推
測
で
き
る
。
ま
ず
は
気
軽
に
短
期
間
日
本
で
生
活
し
、
専
門
分

野
の
知
識
、
技
術
を
修
得
す
る
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
で
そ
の
障
壁
を
軽
減
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て

い
る
。
本
研
究
科
へ
の
入
学
者
増
、
国
際
化
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
近
畿
大
学
全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
と
発
展
で
き
れ
ば
そ
の
意
義
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
と
期
待
で
き
る
。
そ
の
上
で
、
将
来
は
文
部
科
学

省
等
が
募
集
す
る
教
育
関
係
外
部
助
成
資
金
に
応
募
す
る
こ
と
を
想
定
す
る
。

内
外
の
関
連
す
る
取
組
と
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
位
置
づ
け

前
述
の
と
お
り
、
国
家
的
な
取
り
組
み
と
し
て
大
学
の
国
際
化
、
グ
ル
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
の
重
要
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性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
30
に
採
択
さ
れ
た
13
大
学
は
平
成
22
年
度
よ
り
、
海
外
で
の
進

学
説
明
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
英
語
に
よ
る
講
義
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
備
し
て
、
多
く
の

留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
海
外
で
は
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
以
前
よ
り
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、

日
本
は
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
近
畿
大
学
で
も
積
極
的
に
外
国
人
教
員
の
採
用
や

留
学
生
の
受
け
入
れ
を
行
う
べ
く
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
未
だ
十
分
と
は
言
え
ず
、
本
研
究
科

が
大
学
全
体
の
体
制
づ
く
り
の
先
駆
け
と
し
て
、
必
要
な
制
度
や
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
を
構
築
し
、
実
践

的
な
視
点
か
ら
問
題
点
を
洗
い
出
し
て
、
発
展
的
な
将
来
構
想
に
つ
な
げ
た
い
。

実
施
報
告

平
成
28
年
度
は
平
成
29
年
２
月
１
日
―
９
日
にK

indai�International�Science�Course�2017�

を

実
施
し
た
。

参
加
者
28
名
、
内
訳
：
台
湾
12
名
、
中
国
８
名
、
タ
イ
１
名
、
ベ
ト
ナ
ム
６
名
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
２
名
。

学
生
：�

在
学
留
学
生
４
名
、
日
本
人
学
生
１
名
、
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
補
助
生
物
環
境
化
学
科
１
名
、

建
築
学
科
６
名
。

平
成
29
年
度
は
平
成
29
年
９
月
５
日
―
10
日
にK

indai�International�Science�Course�2017�
Sum

m
er

を
実
施
し
た
。
本
年
度
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
20
名
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
１
名
（
ス
リ

ラ
ン
カ
国
籍
）、
計
21
名
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
学
か
ら
は
ア
ル

ミ
ン
教
授
ら
３
教
授
が
引
率
し
て
同
行
し
た
。
参
加
者
21
名
、
内
訳
：
ベ
ト
ナ
ム
１
名
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
20
名
。

平
成
30
年
度
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
学
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
り
、
同
大
学
か
ら
40

名
の
学
部
３
年
生
を
受
け
入
れ
てK

indai�International�Science�Course�2018�

を
実
施
し
た
。
参

加
者
40
名
、
引
率
（
同
大
学
教
授
）
２
名
、
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
。

各
コ
ー
ス
参
加
者

Chem
istry�&

�Biology�;�

10
名

Electronics�&
�Com

puter�Science�;�

10
名

D
esign�&

�A
rchitecture�;�

10
名

Business�M
anagem

ent�;�

10
名

平
成
30
年
度
実
施
概
要

８
月
27
日
（
月
）

空
港
で
の
迎
え
、
貸
し
切
り
バ
ス
で
近
畿
大
学
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
動
、
説
明
会
の
後
、
宿
泊
所
へ

の
入
所 (52)
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藤
井
政
幸
、
在
学
留
学
生
２
名

８
月
28
日
（
火
）　

９
：
30
―
16
：
20

9
：
30
―
12
：
00　

全
体
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

13
：
20
―
16
：
40　

各
コ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

Chem
istry�&

�Biology

13
：
30
―
14
：
20　

藤
井
教
授
に
よ
る
研
究
紹
介

「
ゲ
ノ
ム
創
薬
と
次
世
代
新
薬
核
酸
医
薬
に
つ
い
て
」

14
：
30
―
15
：
20　

湯
浅
准
教
授
に
よ
る
研
究
紹
介

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ナ
ノ
機
能
性
材
料
に
つ
い
て
」

15
：
30
―
16
：
20　

森
田
教
授
に
よ
る
研
究
紹
介

「
微
生
物
に
よ
る
環
境
浄
化
と
バ
イ
オ
機
能
性
材
料
に
つ
い
て
」

Electronics�&
�Com

puter�Science

11
：
00
―
16
：
30　

松
崎
准
教
授
指
導
に
よ
る
実
習

「FPGA

を
用
い
た
デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
設
計
及
び
カ
メ
ラ
を
利
用
し
た
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
画
像
処
理
」

Electronic�circuit

演
習
と
し
て
、
再
構
成
可
能
な
半
導
体
で
あ
る
Ｆ
Ｐ
Ｇ
Ａ
（Field�

Program
m
able�Gate�A

rray

）
の
設
計
演
習
を
回
路
図
入
力
や
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
記
述
言
語
（
Ｈ
Ｄ

Ｌ
）
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
行
っ
た
。
論
理
演
算
や
論
理
回
路
に
つ
い
て
良
く
わ
か
っ
て
い
な
い

学
生
も
い
た
こ
と
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
本
構
成
要
素
で
あ
る
Ａ
Ｎ
Ｄ
、
Ｏ
Ｒ
演
算
や
２
進
数

の
加
算
に
関
す
る
講
義
を
行
っ
て
か
ら
、
デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
の
設
計
と
Ｆ
Ｐ
Ｇ
Ａ
実
験
ボ
ー
ド
へ
の
実

装
を
通
じ
て
デ
ィ
ジ
タ
ル
回
路
の
設
計
手
法
に
つ
い
て
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
関
す

る
授
業
を
受
け
た
こ
と
が
無
か
っ
た
よ
う
で
、
論
理
回
路
を
用
い
た
回
路
図
入
力
に
よ
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
設
計
は
手
間
取
っ
て
い
る
学
生
も
い
た
。
一
方
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
は
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
よ
う

で
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
を
用
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
に
よ
る
回
路
設
計
で
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
回
路
動
作
を
入

力
し
て
い
た
。
講
義
を
通
じ
て
、
論
理
演
算
、
論
理
回
路
、
基
本
的
な
２
進
数
計
算
の
考
え
方
、
デ
ィ

ジ
タ
ル
回
路
設
計
手
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

D
esign�&

�A
rchitecture

小
池
准
教
授
指
導

13
：
30
―
14
：
20　

自
己
紹
介
と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
ク
チ
ャ
ー
『W

hat�is�D
esign?

』

14
：
30
―
15
：
20　

学
科
紹
介　

パ
ワ
ポ
に
よ
る
紹
介
と
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
学
科
ツ
ア
ー

自己紹介の様子

『What is Design?』で実際に
プロダクトを手に取る学生たち

構造実験棟の見学

４年生の卒業設計のスタディ模型。
断熱材を使った模型に興味津々。

(53)
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15
：
30
―
16
：
20　

学
科
展
示
の
模
型
の
説
明
＆
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
研
究
室
紹
介
（
パ
ワ
ポ
＋

シ
ー
ト
）

Business�M
anagem

ent

13
：
20
―
13
：
50　

河
教
授
に
よ
る
研
究
科
紹
介
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
テ
ー
マ
：
日
本
の

文
化
と
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を
理
解
す
る

13
：
50
―
16
：
40　

河
教
授
、
飯
島
教
授
、
日
高
教
授
、
大
沼
講
師
指
導

飯
塚
商
店
街
に
移
動
し
飯
塚
や
日
本
文
化
の
紹
介
（
高
田
明
美
氏
）、
浴
衣
を
試
着
し
日
本
茶
作
法
を

学
ぶ
。
そ
の
後
、
嚢
祖
八
幡
宮
を
見
学
し
、
宮
司
よ
り
日
本
の
神
社
の
意
味
や
仕
来
り
の
説
明
を
受
け

御
朱
印
を
頂
い
た
。

８
月
29
日
（
水
）

Chem
istry�&

�Biology

９
：
30
―
10
：
20　

大
貫
准
教
授
に
よ
る
研
究
紹
介

食
品
機
能
性
に
関
す
る
講
義
に
加
え
、
研
究
開
発
に
関
す
る
５
分
程
度
の
動
画
鑑
賞
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
も
実
施
し
て
い
る
ギ
ム
ネ
マ
茶（
甘
味
を
感
じ
な
く
な
る
お
茶
）体
験
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
的
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
機
能
性
食
品
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
食
材
を
学
生
か
ら
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。
一
連
の
講
義
、
動
画
、
体
験
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
り
食
品
の
機
能
性
に
関
す
る
概
念
や
知
識
を
習
得
し
て
い
る
様
子
を
確
認
で
き
た
。

10
：
30
―
11
：
20　

岡
准
教
授
に
よ
る
研
究
紹
介

環
境
へ
の
負
担
を
減
ら
す
機
能
材
料
（
環
境
材
料
）
に
関
す
る
講
義
に
加
え
、
簡
単
な
実
験
も
行
っ
た
。

例
え
ば
、
ゼ
リ
ー
状
の
高
分
子
ゲ
ル
を
用
い
て
銅
の
入
っ
た
廃
液
を
透
明
な
き
れ
い
な
水
に
す
る
実
験

や
、nm

～µm

の
孔
を
有
す
る
多
孔
質
セ
ラ
ミ
ッ
ク
を
使
っ
た
環
境
浄
化
実
験
な
ど
を
実
施
し
た
。
学

び
と
経
験
を
結
び
付
け
た
講
義
を
通
し
て
環
境
材
料
へ
の
理
解
が
深
ま
る
様
子
が
見
ら
れ
、
最
後
は
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

13
：
30
―
14
：
50　

神
武
教
授
に
よ
る
実
習
（
バ
イ
オ
分
野
）

細
胞
生
物
工
学
研
究
室
で
行
っ
て
い
る
研
究
の
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、
ノ
ン
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｒ
Ｎ
Ａ

研
究
に
つ
い
て
、
基
礎
と
最
新
の
知
見
に
関
す
る
講
義
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
遺
伝
子
発
現
解
析
実
験

の
原
理
の
説
明
と
、
実
験
機
器
を
用
い
た
体
験
実
習
を
行
っ
た
。

15
：
00
―
16
：
20　

松
本
教
授
に
よ
る
実
習
（
化
学
分
野
）

機
能
性
高
分
子
化
学
に
関
す
る
研
究
の
紹
介
と
高
分
解
能
核
磁
気
共
鳴
ス
ペ
ク
ト
ル
装
置
を
利
用
し
た

有
機
未
知
試
料
の
構
造
解
析
に
関
す
る
実
験
。

Electronics�&
�Com

puter�Science

９
：
39
―
16
：
20　

勝
瀬
准
教
授
指
導

デ
ィ
ー
プ
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
装
に
よ
る
Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
」
と
題
し
、

実
際
にPython

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
用
い
ら
れ
る
３
つ
の

代
表
的
な
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
方
法
を
学
ん
だ
。
午
前
中
は
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
概
要
を
学
ん
だ
後
、
基
本
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
多
層
パ
ー
セ
プ
ト
ロ
ン
を
実
装
し
て
手
書
き

数
字
認
識
モ
デ
ル
の
構
築
に
取
り
組
ん
だ
。
午
後
か
ら
は
、
午
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
発
し
た
モ
デ
ル

の
構
造
や
パ
ラ
メ
ー
タ
を
自
由
に
調
整
し
、
性
能
向
上
に
挑
戦
し
た
。
こ
の
性
能
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
優

秀
者
に
は
表
彰
状
を
授
与
し
た
。
次
に
、
リ
カ
レ
ン
ト
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
実
装
し
て
正
弦

波
の
予
測
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
最
後
に
、
畳
み
込
み
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
実
装
し
て
物
体
認

オープンキャンパス学科展で
展示されている模型を前に記念撮影。
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識
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
。
こ
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
も
性
能
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
、
最
優
秀
者
を
表
彰
し

た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
受
講
生
が
熱
心
に
取
り
く
む
様
子
が
見
ら
れ
た
。
性
能
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
つ
つ
、
盛
ん
に
質
問
し
て
く
れ
た
。
ま
た
昼
休
み
に
は
、
講
師
が
持
参

し
た
浴
衣
や
法
被
を
着
て
互
い
に
写
真
を
撮
り
合
い
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

D
esign�&

�A
rchitecture

小
池
准
教
授
指
導

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
北
九
州
市
へ
移
動
。
北
九
州
市
「
環
境
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
「
水
環
境
館
」

を
見
学

９
：
30　

飯
塚
駅
集
合
（
大
学
か
ら
駅
ま
で
は
Ｔ
Ａ
が
同
伴
）　
Ｊ
Ｒ
で
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
駅
へ
移
動

11
：
00
―
12
：
20　

北
九
州
市
環
境
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
見
学　

職
員
の
向
井
氏
が
英
語
で
説
明

12
：
20
―
14
：
00　

Ｊ
Ｒ
で
小
倉
へ
移
動
。
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
で
昼
食

14
：
00
―
14
：
45　

北
九
州
市
水
環
境
館
見
学

14
：
45
―
15
：
45　

小
倉
駅
前
魚
町
商
店
街
を
散
策
。
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
で
買
い
物

17
：
00�

Ｊ
Ｒ
で
新
飯
塚
駅
へ
。
新
飯
塚
駅
で
解
散
（
大
学
ま
で
Ｔ
Ａ
が
同
伴
）

Business�M
anagem

ent

河
教
授
、
飯
島
教
授
、
日
高
教
授
、
坂
田
教
授
、
大
沼
講
師
指
導

９
：
20
―
９
：
40　

日
本
人
学
生
12
人
を
合
わ
せ
て
６
チ
ー
ム
に
分
か
れ
る
。
チ
ー
ム
単
位
の
自
己

紹
介

９
：
40
―
11
：
10　

マ
ル
ボ
シ
酢
工
場
に
移
動
し
グ
ル
ー
プ
の
概
要
説
明
を
受
け
た
後
、
工
場
見
学

11
：
10
―
15
：
20　

地
域
が
経
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
見
学
、
採
銅
所
駅
や
道
の
駅
い
と
だ
を
見
学
し
、

地
域
活
性
化
の
た
め
の
取
り
組
み
の
説
明
を
受
け
た

15
：
20
―
16
：
40　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：
日
本
人
学
生
と
協
力
し
て
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
議
論
、
ポ
ス

タ
ー
作
成
と
発
表
会

向井氏の説明に耳を傾ける学生たち

環境ミュージアムの前で
向井氏も一緒に記念撮影

水環境館の紫川の観察窓の前で
説明を受ける学生たち。

魚町商店街を散策。
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８
月
30
日
（
木
）

９
：
30
―
18
：
00　

工
場
見
学　

湯
浅
准
教
授
、
在
学
留
学
生
２
名
引
率

10
：
40
―
12
：
05　

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
に
て
自
動
車
組
み
立
て
ラ
イ
ン
を
見
学

15
：
00
―
16
：
40　

安
川
電
機
に
て
「
ロ
ボ
ッ
ト
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
工
場
」
お
よ
び
「
み
ら
い
館
」

見
学

８
月
31
日
（
金
）

９
：
30
―
15
：
00　

教
授
訪
問

各
参
加
者
が
２
―
３
名
の
教
授
に
訪
問
希
望
を
出
し
、
所
定
の
時
間
、
教
室
で
研
究
内
容
の
詳
細
な

説
明
を
受
け
た
。

16
：
00
―
18
：
00　

修
了
式
及
び
交
流
会

コ
ー
ス
修
了
証
の
授
与
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
学
生
に
よ
る
伝
統
音
楽
合
唱
、
民
族
舞
踊
披
露
、
交
流
会
。

９
月
１
日
（
土
）　

福
岡
市
内
見
学

10
：
00
―
18
：
00　

藤
井
政
幸
、
在
学
留
学
生
２
名
引
率

貸
し
切
り
バ
ス
に
て
太
宰
府
天
満
宮
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
筑
紫
野
、
博
多
駅
周
辺
を
見
学
し
た
。

９
月
２
日
（
日
）

参
加
者
は
宿
泊
所
で
休
養
、
出
発
準
備
、
飯
塚
市
内
の
見
学
な
ど
自
由
時
間
を
過
ご
し
た
。

９
月
３
日
（
月
）

9
：
00　

宿
泊
所
退
所
、
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
終
年
度
に
あ
た
り

　

平
成
28
年
度
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し
、
学
内
助
成
教
育
改
革
・
学
生
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
助
成
金

に
申
請
し
た
当
初
は
海
外
の
学
生
を
募
集
す
る
手
掛
か
り
に
も
乏
し
く
、
計
画
通
り
に
20
人
の
募
集
を

充
足
で
き
る
か
ど
う
か
の
確
信
は
皆
無
の
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
学
部
と
交
流
協
定
を

結
ん
で
い
る
台
湾
虎
尾
大
学
に
松
尾
氏
を
通
し
て
募
集
し
、
金
子
元
事
務
部
長
を
通
し
て
ベ
ト
ナ
ム
の

日
本
学
校
に
案
内
を
広
報
し
て
い
た
だ
き
、
当
時
マ
レ
ー
シ
ア
に
留
学
中
で
あ
っ
た
松
崎
先
生
に
も
現

地
で
案
内
を
広
め
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
思
い
も
か
け
ず
、
60
名
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
予
算
の

関
係
等
か
ら
絞
り
込
ん
で
、
最
終
的
に
５
か
国
28
名
の
参
加
者
を
得
た
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
は
本
研
究
科
へ
の
進
学
者
増
加
の
た
め
に
よ
り
効
果
が
上
が
る
こ
と
を
期
待
し
、

左はハサヌディン大学Armin Lawi教授

ハサヌディン大学学生による民族舞踊
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か
つ
、
日
本
へ
の
留
学
意
欲
が
非
常
に
高
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
特
に
、
ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
学
か
ら
の
参

加
者
を
中
心
に
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
21
名
の
参
加
者
を
得
た
。
そ
の
際
、
ハ
サ

ヌ
デ
ィ
ン
大
学
ア
ル
ミ
ン
教
授
ほ
か
３
名
の
教
授
が
帯
同
さ
れ
、
井
原
学
部
長
、
園
田
事
務
部
長
代
理

も
交
え
て
今
後
の
協
力
関
係
の
強
化
に
向
け
て
懇
談
し
た
。

　

平
成
30
年
度
に
は
前
述
の
通
り
、
同
大
学
か
ら
40
名
の
参
加
者
を
得
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

本
年
度
も
ア
ル
ミ
ン
教
授
が
帯
同
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
学
と
の
協
力
関
係
が
深
ま
る
中
、
平
成
29
年
度
９
月
に
は
２
名
が

当
大
学
院
博
士
後
期
課
程
へ
入
学
し
、
そ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
入
学
希
望
者
が
本
学
大
学
院
の
受
験
を

表
明
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
学
シ
ス
テ
ム
工
学
研
究
科
で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
学
生
の
受
け
入
れ
に
関

心
を
持
た
れ
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
産
業
理
工
学
研
究
科
の
日
程
後
に
２
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
福
岡
市
内
の
福
岡
大
学
、
熊
本
市
内
の
崇
城
大
学
等
で
も
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
平
成
31
年
度
以
降
は
連
携
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
も
検
討
中
で
あ

る
。イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
を
挙
げ
て
の
高
等
教
育
推
進
、
と
り
わ
け
、
博
士
号
取
得
者
の
増
強
に
向
け
た

国
家
的
な
取
り
組
み
姿
勢
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
日
本
の
大
学
へ
の
期
待
感
は
わ
れ
わ
れ
の
想

像
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
、
３
年
間
実
施
し
た
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
学
生
の
学
習

意
欲
お
よ
び
自
国
の
発
展
に
対
す
る
貢
献
意
欲
の
強
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

じ
て
日
本
を
訪
問
し
た
こ
と
が
彼
ら
の
将
来
に
向
け
た
動
機
付
け
に
何
ら
か
の
貢
献
が
で
き
た
の
で
あ

れ
ば
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
十
分
な
意
義
が
あ
っ
た
と
言
え
る
と
考
え
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
に
あ

た
る
福
岡
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
置
く
産
業
理
工
学
部
、
同
研
究
科
と
し
て
の
国
際
貢
献
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
一
つ
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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